
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 113 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 論理国語 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「論理国語」 （大修館書店） 

副教材等 ビジュアルカラー国語便覧 （大修館書店）等 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「論理国語」では、近代以降の様々な文章に親しんで「読む能力」を向上させるとともに、意思を伝え

るための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・授業には、話し合い、文章記述、発表などの場もありますが、自ら学ぶ姿勢をもって参加してくださ

い。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習しましょう。 

・授業を受けていて疑問に感じたことは、早目に質問してください。 

・課題・提出物は期限内に提出しましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

・論理的に考える力を伸ばすとともに、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりすることができるようにする。 

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・言葉の意味やきまりなどに
ついて理解を深め、知識を
身につけている。 

・文や文章の効果的な組み立
て方や接続の仕方について
理解を深めている。 

・文章の種類に応じて、文章の
構成や展開の仕方について
理解を深めている。 

 

・文章を的確に読み取ったり、目的に
応じて幅広く読んだりして、自分
の考えを深め、発展させている。 

・相手や目的、課題に応じた適切な表
現による文章を書き、自分の考え
をまとめ、深めている。 

・国語で伝え合う力を進んで高
めるとともに、言語文化に対
する関心を深め、国語を尊重
してその向上を図ろうとす
る。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１           

世界・言葉・私 
ａ：論証したり学術的な学習の基礎を学んだり

するために必要な語句の量を増やし、文章

の中で使うことを通して、語彙を豊かにしてい

る。 

ｂ[読]：文章の種類をふまえて、内容や構成、論

理の展開などを的確にとらえ、論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

ｃ：学習課題に沿って、本文中の語句の定義を

押さえ、粘り強く筆者の主張を読み取ろうとし

ている。 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

・ワークシー

ト 

・ノート 

・観察 

・ワークシ

ート 

・ノート 

［教材］「世界を広げる『批評』の

言葉」（宇野常寛） 

「対話の精神」（平田オリザ） 

芸術と文化 

ａ：言葉の意味内容をあらためて考え、認識や

思考と言葉との関係を理解している。 

ｂ[読]：文章の構成や論理の展開、表現の仕方

について、書き手の意図との関係において

多面的・多角的な視点から評価している。 

ｃ：学習課題に沿って、具体例の役割に注目し

つつ、粘り強く筆者の主張をとらえようとして

いる。 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

・ワークシー

ト 

・ノート 

・観察 

・ワークシ

ート 

・ノート 

［教材］「余白の美学」（高階秀

爾） 

共同体のいま 

ａ：論証したり学術的な学習の基礎を学んだり

するために必要な語句の量を増やし、文章

の中で使うことを通して、語感を磨いている。 

ｂ[読]：文章の種類をふまえて、資料との関係を

把握し、内容や構成を的確にとらえている。 

ｂ[書]：情報の妥当性や信頼性を吟味しなが

ら、自分の立場や論点を明確にして、主張を

支える適切な根拠をそろえている。 

ｃ：学習課題に沿って、グラフと本文の内容を関

連づけながら、粘り強く筆者の主張をとらえよ

うとしている。また、資料から読み取ったことと

自分の考えを区別しつつ、積極的に意見を

書こうとしている。 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

・ワークシー

ト 

・ノート 

・観察 

・ワークシ

ート 

・ノート 

［教材］「コミュニティから見た日

本」（広井良典） 

「統計資料から分析したことを書

く」 

２ 
科学の可能性 

ａ：文章の読解に必要な語句の量を増やし、語

感を磨き語彙を豊かにしている。 

ｂ[読]：主張を支える根拠や結論を導く論拠を

批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈している。 

ｃ：課題に沿って具体例に注目しつつ、粘り強く

筆者の主張をとらえようとしている。 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

・ワークシー

ト 

・ノート 

・観察 

・ワークシ

ート 

・ノート 

［教材］「人工知能の可能性と

罠」（西垣通） 

 

日本語の多様性 

ａ：言葉の意味内容をあらためて考え、認識や

思考と言葉との関係を理解している。 

ｂ[読]：関連する文章や資料を基に、書き手の

立場や目的を考えながら、内容の解釈を深

めている。 

ｂ[書]：実社会や学術的な学習の基礎に関する

事柄について、書き手の立場や論点などの

様々な観点から情報を収集、整理して、目的

や意図に応じた適切な題材を決めている。 

ｃ：敬語の持つ働きに注目しつつ、粘り強く筆者

の主張をとらえようとしている。また、分類の

観点を意識しつつ、集めた情報を粘り強く整

理しようとしている。 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

・ワークシー

ト 

・ノート 

・観察 

・ワークシ

ート 

・ノート 

［教材］「敬語への自覚、他者へ

の自覚」（橋本治 

「情報を集めて分類する」 



※令和４年度以降入学生用 

 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （         ）時間 

  ・書くこと      …  （     ２５  ）時間 

  ・読むこと      …  （     ４５  ）時間 

思考の枠組み 

ａ：言葉の意味内容を改めて考え、認識や思考

と言葉との関係を理解している。 

ｂ[読]：文章の種類をふまえて、資料との関係を

把握し、内容や構成を的確にとらえている。 

ｃ：学習課題に沿って、対比の関係に注目しつ

つ、粘り強く筆者の主張をとらえようとしてい

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

・ワークシー

ト 

・ノート 

・観察 

・ワークシ

ート 

・ノート 
［教材］「スキーマと記憶」（今井

むつみ） 

「デジタル地図から見える世界」

（松岡慧祐） 

３ 

社会の原点 
ａ：読解に必要な語句の量を増やし、文章の中

で使うことを通して、語感を磨いている。 

ｂ[読]：主張を支える根拠や結論を導く論拠を

批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈している。 

ｃ：学習課題に沿って、具体的なエピソードに注

目しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえようと

している。 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

・ワークシー

ト 

・ノート 

・観察 

・ワークシ

ート 

・ノート 

［教材］「社会的実在としての言

語・法・貨幣」（岩井克人） 

グローバル化の先へ 

ａ：言葉の意味内容をあらためて考え、グローバ

ル化および文化の意味を的確に理解してい

る。また、効果的な段落の構造や論の形式な

ど、文章の構成や展開の仕方について理解

を深めて 

ｂ[読]：関連する文章や資料を基に、書き手の

立場や目的を考えながら、内容の解釈を深

めている。 

ｂ[書]：文章の構成や展開、表現の仕方などに

ついて、自分の主張が的確に伝わるように書

かれているかなどを吟味し、文書全体を整え

ている。 

ｃ：具体例や対比に着目しつつ、粘り強く筆者

の主張をとらえようとしている。また、学習の

見通しをもって、全体の構成を意識しつつ、

積極的に調べたことをレポートにまとめようと

している。 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

・ワークシー

ト 

・ノート 

・観察 

・ワークシ

ート 

・ノート 
［教材］「グローバリゼーションと

文化」（渡辺靖） 

「調べたことをレポートにまとめ

る」 


